
「新聞を読むのが大変だな」という人は、
眺めることから始めてみるのがよい。
新聞を眺める（見出しを読む。要約を読

む。興味が湧いたら、本文を読む）ことを
3週間以上続けていると、早い人では習慣
化する。
「株価が上がったことがニュースになる

のは、この海外での動きが影響しているん
だな」と、自分なりに理解できるようにし
たい。

新聞を読むことに少し興味が持てたら、
さらに踏み込んで、考える力を養うこんな
方法もおすすめ。
新聞ダイジェストの手順は左記の通り。
新聞を薦める理由は、ネット配信の記事

の場合、ユーザー（本人）の関心がある分
野を人口知能が解析し、パーソナライズす
る。つまり、ユーザーがよく見そうな記事
を配信してくる。よって、記事の種類が偏
る。一方、新聞はプロの目からみて重要な
ニュースを紙面に展開してくれる。編集権
がユーザーにはない。よって、知らなけれ
ばならないことを提供してくれるのだ。

本日の課題の1つ目は、就活の目的、目
標を考える。
目標設定は具体的に示さないと、スケ

ジュール（プロセス）が組めない。「内定
を取る」ではなく、「内定を〇〇業界と〇
〇業界からひとつずつ、〇月までに取る」
というように具体的に書くことが大切。

2つ目はコンピテンシーチェックに挑戦。
コンピテンシーチェックは、就活生の現

時点での社会人基礎力が、どの程度かをみ
ることができるもの。自身の現在地を知る
手助けとなる。
良いところはさらに伸ばし、劣る力は3

程度には引き上げたい。2，1だと、落とさ
れる理由になるかもしれない。
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